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精神障害者「対策」を貫く2つの軸

• 治安

今まで皇族は一度も精神病院や精神障害者施設を訪問した
ことがない

一方で皇族の移動に伴いさまざまな精神障害者弾圧

• 経済

一般科医療の約3分の1以下の低医療費

ともかく収容しておけばいい

87年以前の精神衛生法では「入院」という言葉は使われず

「収容」
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収容所列島日本
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日本の精神医療の現状
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• 人口比で世界一の精神病院病床数

• 世界一の平均在院日数

• 約３０万床の精神病院病床

• 約２０万人が１年以上入院 約３万６千人が２０
年以上入院 戦後７０年間ずっと閉鎖病棟に入
れられている方も

• 一方刑事施設の定員は７万床もなくそして無期
囚は２０００人に満たない



増え続ける新規強制入院
身体拘束・隔離
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• １９８７年から２０１０年までを比べると２３年間
で新規の措置入院は３倍以上

• 身体拘束、隔離は増え続けている

• 任意入院の閉鎖処遇が増えているし、なんと
身体拘束の15％が任意入院患者！？



強制医療強制入院の即座廃止を
求める障害者権利条約
• 人身の自由はもっとも基本的人権の一つ

• なぜ精神障害者だけが強制入院や強制医療の対象となるの
か、それが合法化されているのか

• 自傷他害のおそれのある人はたくさん存在する なぜ精神障
害者に限って強制入院されるのか

• 医療と保護が必要な人はたくさん存在するなぜ精神障害者に
限って強制入院されるのか
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逮捕監禁罪免責のための
精神保健福祉法
• 精神保健福祉法は刑法逮捕監禁罪免責のための法律 刑法
堕胎罪を免責するための母体保護法における指定医と同じ
位置づけで逮捕監禁罪免責のために精神保健指定医が規定
されている

• 国権をもって人を拘禁するところ

刑事施設と精神病院
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強制入院強制医療を
正当化する根拠は？
• 精神病は自己決定能力を奪う病気であるという偏見

• さらにその偏見の上で自己決定能力がない人は法的能力が
ないしたがって誰かが代わって決めてあげないといけない

• 医療を保障することは本人の利益でありそのためには強制も
やむを得ない
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自己決定能力 意思能力って何？

• 精神病は自己決定能力を奪う病気であるという偏見

• 判断は誰がするの その基準は？

• 専門家とりわけ精神科医に同意する人は自己決定能力があ
る、反対する人拒否する人は自己決定能力がない というだ
けでは？

• 人の自由を剥奪するにはあまりに曖昧な基準
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医療はいいこと本人の利益？

•医療の本質は侵襲

侵入し傷つけること 外科手術でも投薬でも

•インテグリティ＝人の全体性統一性、自律性あるが
ままでいることに対する侵襲

• 17条インテグリティの権利

インテグリティの侵害は拷問虐待

差別にもとづいている以上強制医療は拷問等禁止
条 約が禁止している拷問あるいは虐待
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医療として精神医療は
うまくいっているか

• 向精神薬を服薬する人精神医療を使う人はどんどん増えてい
る。

• それではみな精神的健康を享受しているか？

• むしろ精神障害者は増え続けている

• なぜか？

『心の病の「流行」と精神科医治療薬の真実』

ロバート・ウィタカー
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•心の病の「流行」と精神
科治療薬の真実

ロバート ウィクカー
福村出版 (2012/9/19)

2016/3/26 17



医療として精神医療は
うまくいっているか
• 日本でも医療保障として精神科救急は充実化している

• それに伴い新規措置入院は1987年から25年間で3倍以上に
増えた

• 医療保護入院も増え続けてきた ただし2013年から2014年
にかけてはなんと4万人減 しかし新規入院は減っていない
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医療として精神医療は
うまくいっているか
• 日本でも精神障害者は増え続けている。年金受給者も増え続
け、なんといかに削るかという議論さえ始まっている

• 慢性精神障害者と言われる人たちを増やし続けてきただけで
は 私自身も含め
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まず害する精神医療

• 様々な形で傷つき疲れ果てた人

• その人に対していきなり襲いかかり拉致監禁し、縛り上げ、独
居拘禁して放置する

• トラウマにトラウマを重ねるだけ

• 強制医療でなくとも本当にうまくいっているかウィクカー参照
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現行の精神医療に
かわるもう一つのやり方
• 強制の廃絶と、役に立つ精神医療あるいは医療あるいは支援のためには
• オルタナティブの開発は必須
• すべてを拒否している人のための
• スェーデンスコーネのパーソナルオンブート
• 精神医療の枠を外したインテンショナルピアサポート
• それを活用したピアランクライシスセンター
• 強制を避けるためのファミリーグループカンファレンス
• 世界に誇るべき日本の重度訪問介護 保護室で放置されているより遥かに手
厚いケア

• 身体拘束を9割以上減らしたアメリカのでデエスカレーションテクニークおよびト
ラウマインフォームドアプローチ

•

• 等など
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榎本クリ
ニック
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榎本クリニック



もう一つ別の社会と別のやり方を
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